











第 98回全国図書館大会 (2012.10.26) 
分科会名 第 2分科会 
演題 ラーニング・コモンズにおける授業実践 
















































・教員 N １（授業の内１回） 
・教員 K １（授業の最終報告会） 
○2011年度 
・教員H 15（半期の授業） 




・教員 S ４（授業の内２回×２クラス） 

















































写真 1 ラーニング・コモンズでの授業の様子 
4. 課題 
ラーニング・コモンズの授業実践について、
現時点の課題を整理しておく。 
(1) 手続きの簡素化 
使用者側、提供側ともに繁雑にならないよ
うに、所定の形式の書面はなるべく減らし
ていきたい。 
(2) 休館日 
当館は試験期を除いて、月末に休館してい
るが、授業実践とのバランスが必要である。 
(3) 書籍を探しに行くときの荷物管理 
ラーニング・コモンズはオープンな場所で
あり、館内に書籍を探しに行く際に荷物を
管理する人が必要となる。 
(4) 広報活動や学務担当部署との調整 
現在は積極的な広報は行っていないが、拡
大するのであれば、教務担当部署とも調整
しながら、さらに広報も必要となる。 
 
5. おわりに 
以上、当館のラーニング・コモンズにおける
授業実践について述べてきたが、本学の教育課
程とつながりが強いとも言えないのも事実であ
る。今後、授業実践だけでなく、教育課程と連
動した当館の役割も考えていきたい。 
また、11月にはラーニング・コモンズと隣接
した区画に「国際コモンズ」がオープンする。
このエリアも併せて、本学の教育目標を支援で
きるよう、授業以外にも各種セミナーなど、交
流を促す場所としても活用されるようにしてい
きたい。 
 
(*1) スチューデント・コモンズに関しては、本
学全学教育推進機構のWebサイトを参照した。 
http://www.celas.osaka-u.ac.jp/organization/s
tcommons 
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